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内閣府
知的財産戦略推進事務局地域コンソーシアムの構成イメージ
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内閣府
知的財産戦略推進事務局地域コンソーシアム設立に向けた調査

今年度調査の目的

地域バランスも考慮した以下の４地域でコンソーシア
ムの立ち上げをパイロット的に行い、他地域でのコン
ソーシアム立ち上げに向けた課題等を収集

４地域：北海道、愛知、大阪、福岡

今年度調査の内容

 ４地域における知財創造教育の実践事例の収集及びヒアリン
グによる現状の把握と課題等の整理

 各地域で１０名以上の委員からなる「地域コンソーシアム」
を構築・運用（教育現場と地域社会とのマッチング、教育プ
ログラム等の検討）

 教育プログラム等に基づき、各地域内の学校等において児
童・生徒向けに実証を実施
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内閣府
知的財産戦略推進事務局
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学校での実証の内容・開催時期

会合の開催時期

今年度調査における各地域での取り組み

北海道： 2017年10月～2018年3月に２回開催予定（第1回：2017年12月18日）
愛 知： 2017年10月～2018年3月に２回開催予定（第1回：2017年12月1日）
大 阪： 2017年10月～2018年3月に２回開催予定（第1回：2017年11月9日）
福 岡： 2017年10月～2018年3月に１回開催 （第1回：2017年10月23日）

地域 対象校 開催時期 内容

北海道 未定 ３月 未定

鈴鹿市立Ａ中学校（技術科） １月 新聞紙で作るペーパーブリッジコンテスト

Ｂ高等学校（普通科） ２月 講義・グループワークを実施予定。

大阪市立工芸高等学校
　　（映像デザイン科２年）

１１月
・著作権等に関する解説
・権利侵害のケーススタディ
・映像等を使用する場合の手続きの紹介

大阪市立Ｃ小学校（５年生） １２月
・身近な題材を用いた発明に関する講師からの問いかけと対話
・知財にかかる寸劇
・日本人の発明に関するクイズ

大阪市立Ｄ小学校（５年生） １２月
身近な学習用品をテーマに、グループワークでアイデア・プランを考え
る。

福岡 Ｅ小学校（６年生） １２月 「発明しよう！ペーパータワーとプログラミング」

大阪

愛知
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				地域 チイキ		対象校 タイショウ コウ		開催時期 カイサイ ジキ		内容 ナイヨウ

				北海道 ホッカイドウ		未定 ミテイ		３月		未定 ミテイ

				愛知 アイチ		鈴鹿市立Ａ中学校（技術科）		１月		新聞紙で作るペーパーブリッジコンテスト シンブンシ ツク

						Ｂ高等学校（普通科）		２月		講義・グループワークを実施予定。 コウギ ジッシ ヨテイ

				大阪 オオサカ		大阪市立工芸高等学校
　　（映像デザイン科２年）		１１月		・著作権等に関する解説
・権利侵害のケーススタディ
・映像等を使用する場合の手続きの紹介

						大阪市立Ｃ小学校（５年生） ショウガッコウ ネンセイ		１２月		・身近な題材を用いた発明に関する講師からの問いかけと対話
・知財にかかる寸劇
・日本人の発明に関するクイズ ミジカ ダイザイ モチ ハツメイ カン コウシ ト タイワ チザイ スンゲキ ニホンジン ハツメイ カン

						大阪市立Ｄ小学校（５年生） ショウガッコウ		１２月		身近な学習用品をテーマに、グループワークでアイデア・プランを考える。 ミジカ ガクシュウ ヨウヒン カンガ

				福岡 フクオカ		Ｅ小学校（６年生） セイ		１２月		「発明しよう！ペーパータワーとプログラミング」







内閣府
知的財産戦略推進事務局今年度調査における学校での実証の例

対象  大阪市立工芸高等学校 映像デザイン科 ２年生 39名

講師  大阪大学知的財産センター 特任教授（３大学連携の中で、本ケースを担当）

授業形式  座学（クイズを取り入れるなど、生徒を引き込むことを工夫）

時間  ２限（１限は50分）

位置づけ  学科専門科目である「メディア演習（2単位）」の授業を活用

内容

 写真・映像作品を守るためのルールの授業

①著作権、肖像権、著作者人格権の解説 ⇒ 関係する知的財産権の概念
の学び

②権利侵害のケーススタディ ⇒ どのような場合に侵害となるのかの学び
③映像・音楽素材を使用する場合の手続きの紹介（JASRAC等） ⇒ 他人の

権利侵害をせずに作品創作するための方法の学び

「創造性」の要素 － 「知的財産の重要性」の要素 ○

学校の
実施理由

 映像デザイン科の生徒が、写真・映像作品を制作するうえで必要な知的財産
に関する事項について、知的財産権の研究や専門性の高い教育を行っている
大学教員の実践的な講義を受け、今後の制作活動に活かすため

教育現場と
のマッチング

 大学と教育委員会が連携し、当該校と調整のうえ実施

 大阪大学知的財産センター、大阪教育大学科学教育センター、大阪工業大
学知的財産研究科・知的財産学部では、連携協定を提携することで、３大学
連携による知財創造教育を推進している

授業の様子

大阪大学・大阪教育大学・大阪工業大学の連携による知財創造教育の実業高校への知財授業
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内閣府
知的財産戦略推進事務局地域コンソーシアム設立に向けての課題等

既存の取り組みの活用
 既存の取り組みとの関係性を上手く生かしていく。
・知財創造教育に取り組んでいる大学等
・各省庁の取り組み（例：文科省の土曜学習応援団）

４地域における知財創造教育のヒアリングにより、地域コンソーシアム設立に
向けての課題等の整理が進みつつある。中間的ではあるが、一部を以下に示す。

地域社会の巻き込み

地域に根差したカリキュラムの提供

 各地域の教育委員会に、いかに参画してもらうかが重要なポイントとなる。
 企業にとってのメリットを考慮すると、企業を巻き込みやすくなるか。
・ＣＳＲ活動の一環
・例えば、学習用品に関する事業を行う企業が、小学校で「こんな商品が欲し
かった」をテーマにグループワークを通じてアイデアを考える学習機会を設
定するなど、企業にもメリットがある活動を実施しているところもある。

 ものづくり企業に恵まれた地域では、子供たちがより身近に感じられるように、
ものづくりに関する授業を取り入れるなどのカリキュラムも考えられる。 6
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